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大人になる前の大切な

子宮頸がんワクチン
日本では毎年約10,000人もの女性が新たに子宮頸がんと診断され子
宮頸がんが原因で約3,000人が亡くなっています。
世界各国ではワクチンを12～13才で接種が行われていますがイギリ
スやオーストラリアなどでは８０％以上の接種率に対して日本は
0.6％にしか届きません。他国では子宮頸がんにかかる女性が着実に
減少しています。
ワクチンの副反応として疼痛、腫脹、失神などがあげられますが生
後2カ月からするワクチン接種と頻度は変わりはありません。
定期接種は小6～高1の女性です。対象年齢を過ぎると公費で受けれ
なくなります。気を付けましょう。
親子で相談したり、かかりつけ医のアドバイスを受けましょう。

保育園症候群とは

保育園に通いだして間もない
お子さんは鼻水、咳症状が続き中耳炎や
気管支炎になったりまた保育園で感染症が

流行するとまだ免疫がないために
罹患してしまいます。
保育園症候群とは集団保育に伴う
感染関連の症状を広く差す言葉です。

3歳頃を過ぎると丈夫になり
休園日数も減ってきます。
予防できる病気はワクチンで
予防しましょう。

子供の発熱のときは脇の下を冷やすのが
効果的です。当院では「わきアイス」を
お勧めしています。下着やパジャマの上から
装着します。必要な方は声をかけてください。

１セット 900円

臨時休診はありません


